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概要 

  木曽観測所の 105cm シュミット望遠鏡は、主力観測装置である KWFC（Kiso Wide Field Camera）を用いて、

基本的には装置交換をせずに年間を通して観測している。また、気象観測システムが充実し、ネットワークも高

速化されたことから、昨年 10 月より試験的に自動観測を開始し、今年 4 月から正式にスタートした。（自動観測の

詳細は、昨年の技術シンポジウム集録：前原氏の特別講演を参照されたい） 一方、自動観測を実施するため

には、観測がスムーズかつ安全に行われているか監視する必要がある。観測者や職員は夜間観測所に常駐し

ていないため、現在観測制御システムは観測状況に変化があった場合は全て、メールをスタッフ全員に送るよう

にしている。ここでは観測制御システムの概要を紹介するとともに、具体的な対応事例についても述べる。  

 

１．自動観測システム 

  本システムの特長は、観測者や観測監視者の負担を大幅に軽減したことにあるといえる。遠隔地の観測者は

VPN に繋がり Web ブラウザが稼動する PC があれば、観測天体を登録するだけで観測することができる。加えて

このシステムでは、観測データ構成用のキャリブレーション観測も自動実行するため、観測者がその都度実行す

る必要は無い。木曽観測所では、安全で効率の良い観測を行うため、観測者は望遠鏡や観測装置に対し直接

動作コマンドを実行できないようにしている。図１に示すハードウエア構成図のオレンジ部分のみが、観測者の

アクセス出来る範囲である。 

 

1-1. 自動観測の流れ（図 2 参照） 

  シュミット望遠鏡を用いた自動観測は、リモート観測者が Web ブラウザを用いて、観測天体リスト等を登録 １ ⃣ 

することで開始される。登録された天体リストは観測制御システムが読み込み、観測可能か判断して、可能な場

合はキューシステムに投入する ２ ⃣ 。一方、

観測条件の自動判定機能を用いて、天気

や太陽高度を判断し、観測可能な場合はド

ームスリットを開け、 観測コマンドを実行す

るようキューシステムに指令する ３ ⃣ 。観測

された観測データは、所定の観測データサ

ーバーに保存される ４ ⃣ 。 観測者が撮像

データを手元に取得する場合は Web システ

ムを介してダウンロードする ５ ⃣ 。また、観測

中は Web を介して観測の進捗状況や観測         

     １． 自動観測システムのハードウエア構成図        データのクイックルック画像を確認することも



可能となっている ６ ⃣ （観測・監視者共

通）。 

 自動観測は全て手放しで行えるわけ

ではない。そこで、観測監視を行うため

自動観測システムに、観測の進捗状況

をその都度報告するメールシステムを実

装している ７ ⃣ 。観測監視者は、詳細な

状況確認や不具合への対応が必要な

場合には、ステータス表示などの観測コ

マンドを実施して確認することができる 

 ８ ⃣ 。 このように観測制御システムが

正常に動作することで、安全で効率の良               

         図２． 自動観測の流れ図                   い観測が可能になる。 

 

２．自動観測の運用について  

 木曽観測所の KWFC 観測は天文研究者に広く公開されており、共同利用的な運用が行われている。研究者

は観測課題を申請し、採択された場合には遠隔地からの観測か、観測所へ出向いて観測を行うか選択すること

ができる。遠隔地から行う自動観測で最も問題になることは、PC やハードウエアに何らかの問題が発生した場合

の対応である。自動観測中に観測が正常に動作しているか監視することは重要である。前項で述べた通り観測

制御システムは、メールシステムを利用して観測監視者に観測の進捗情報を報告している。報告するメールは

大別して「定刻メール」と「状況報告メール」の２つに分けられる（図３参照）。 

 

2-1. 観測監視（定刻メール） 

  観測制御システムはシステム状況把握のため、観測明けに観測の有無に関らず「KWFC Daily Report」メー

ルを送る。また、観測が行われてかつ星像が確認出来る場合には「Pointing Error Report」が自動的に送られる。

図４ はある日の Daily Report の一部であ

る。内容は計算機の可動状況、ハードデ

ィスクの利用度情報、検出器の温度、観

測された画像情報等である。 

 Pointing Error Report は観測画像より求

めた中心位置から望遠鏡のポインティン

グ位置を差し引いたオフセットを算出し、

作図して（図５参照）送られてくるもので、

横軸は時間を示している。これらの情報

は大変有用で、今年の 2 月には、ポイン

ティングエラーの解析から、観測をしてい           図 3. 観測監視メールの分類 
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ると徐々に望遠鏡が南にズレる異常な様子が見られた（図 5-1 参

照）。調査の結果、望遠鏡のクラッチが滑っていることが判明した

ため、ウォームホイールと望遠鏡を機械的に固定する対策を施し

た（図 5-2）。その結果、望遠鏡のズレる不具合は解消された。           

   

2-2. 観測監視（状況報告メール） 

  状況報告メールは、観測状況に変化があった場合や異常が

発生した場合等に送られてくる。状況に変化があった場合の具体

例としては、（１） バイアス、ドームフラットの自動取得の開始（終

了）。（２） 観測の開始（中断）などである。これらの報告メールは

基本的に大きな問題にはならないことが多い。  

  一方、観測時に障害や故障が発生した場合には、（３）システ

ムエラーの発生。（４）観測自動判定プログラムが５分以上停止。

（５）システムがメンテナンスモードに設定、何らかのエラーが発

生した可能性がある。（６）フィルター交換に失敗。の４つの項目

（（３）〜（６））に大別して報告される。    

  図 4.  KWFC Daily Report の内容     

図 5-1. 望遠鏡のオフセット量 

                                    

  

    図 5.  Pointing Error Report の図      図 5-2. ウォームホイール固定 

 

 （３）のシステムエラーが発生している原因の多くは、DEC 軸に大きな負担がかかって起こる現象であることが

分かっている。エラーの対処はリモートからでも可能であるが、後半夜に発生して対処出来ない場合などはその

後の観測は中止してもらうことにしている。（４）は大方の場合、望遠鏡のメンテナンス中や PC の作業時等に起こ

ることが分かっており、これらもその殆どは大きな問題になっていない。 

  自動観測時に障害や故障が発生した場合で、直ぐに対応が必要である可能性が高いのは、突然メンテナン

スモードに切り替わる何らかの異常や、フィルター交換に失敗した時などである。 



3. 異常事態への対応 

  異常状態（５）が発生すると、観測制御システムから図 6 のようなメールが送られてくる。メールを確認すると赤

矢印が示すように、「domeslit」の項目が「ng」となっている。このことはスリットのステータスが取れないことを示し

ている。 詳細確認のため、VPN を介して観測所へログインし、自動観測システムの情報や Weｂカメラの画像等

を見ながら調査する（図 6-1、図 6-2）。調査の結果、ドームスリットが開のままで、観測コマンド「domeslit Close」

を実行しても、反応がないことが確認された。 

  ドームスリットの開閉（特に閉）に何らかの問題が発生すると、最悪の場合雨等が降って望遠鏡や観測装置

に大きなダメージを与える可能性がある。このように緊急の対応が必要な場合は、観測所に登って対応しなけれ

ばならない。実際（５）の例では、ドームの主電源ブレーカーが落ちたことが原因であり、回復には手動でブレー

カーを復帰させなければならなかった。（６）の場合も、フィルター交換中に動作停止となり、そのままでは観測を

中止せざるを得なかったが、フィルター交換ロボットの状況を確認して、特定のフィルターを使用しないことで、    

観測を再開することができた。この場合も観測所に登っての現場確認が

必要となった事例である。 

 図 6. 状況報告メール例    図 6-1. 自動観測システム情報    図 6-2. Web カメラ群の画像 

 

4. まとめ 

  シュミット望遠鏡の自動観測は 2015 年 4 月より本格的に運用を開始しているが、概ね良好に機能している。

実際の観測では、同一夜に複数の観測者が観測を行うことがある。このような場合、観測計画の調整や観測手

法等の指導は主に常駐の研究者が担当している。一方、観測テーマ毎に必要となるフィルターセットの交換や

観測中に発生する障害・故障への対応は、主に技術系職員が行う。しかし、夜間を通して対応することには無

理があるため、緊急に対応する必要が無い事案に対しては、その日の観測を中断することにしている。 

 今後は、より一層観測監視の負担を軽減するために、正常動作の状況報告メールの送信を中止するなど、送

信内容の整理も実施したいと考えている。また、望遠鏡やドームをより安定して稼動させることができるよう、各種

調整・改修を行って行く予定である。 

 


